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産業技術大学院大学ではものづくりアーキテクトという人材像を次の二つに分類している。
1．マーケットニーズを把握し、顧客に将来を語ることができ、次の製品のあるべき姿を描くことができる人材であり、商
品を企画し、その開発を提案する商品企画責任者
2．製品企画の意志決定がなされた後、製品分野ごとに設計知識を駆使して最適なデザインから製造情報の確立までマネー
ジメントできる開発責任者
こうした２つの機能を併せ持ち，商品企画の提案から製品設計，製造にいたるまでを統括してマネージメントできる人材
（ものづくりに関わるプロセス全体を見渡すことができる人材）の育成をPBLを通して行う。
本研究では，創造技術専攻教員らの議論を通して，ものづくりアーキテクトが有するべき知識，スキル，コンピテンシー
などの資質に対する具体的指標を確立し，平成21年度実施予定のPBLについて，教育目標とそれを達成する過程の教育設
計，および学生の達成度評価の仕組みを構築した。すなわち，
Ⅰ．　PBL型演習科目を通して，備えるべき資質をコンピテンシー（業務遂行能力）と称し，特に，創造技術専攻に特有な
コア・コンピテンシーに関しては，感性デザイン，機能デザイン，MOTなどの多分野を網羅した必須の5つの大項目と各3つ
の小項目を策定した。
Ⅱ．　上記の項目は，定量的な評価ができるようにして，学生が身につけるであろう資質の定量化が行うことの道筋をつ
けた。
Ⅲ．　PBL型演習の毎週の活動の報告，進捗状況評価などをiPBLシステムを通して，記録できるようにした。
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　研究実績の概要（600～800字で記入。図、グラフ等は記載しないこと。）
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